
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベースと、該ベースの長手方向に沿って複数配列された導電性のコンタクトと、前記ベー
スに前記長手方向に沿って移動自在に設けられ、前記コンタクトの少なくとも一部を前記
長手方向に沿って弾性変形させるアクチュエータと、該アクチュエータに連結したスライ
ダと、相手側コネクタと嵌脱自在に嵌合するハウジングと、一端側を前記アクチュエータ
に回動自在に連結された第１のリンクと、一端側が前記第１のリンクの他端側に回動自在
に連結され、他端側を前記スライダに連結された第２のリンクとを備えているＺＩＦコネ
クタにおいて、
前記ベースの一端側に形成した収容部と、該収容部内で前記ベースの前記長手方向に沿っ
て移動自在に前記スライダが設けられ、該スライダは縦溝部と、該縦溝部を構成する一対
の側壁部にそれぞれ形成したカム溝とを有し、該カム溝は前記スライダが前記長手方向に
沿って移動する際に、前記第１のリンクと前記第２のリンクとの間の連結部分を前記第１
のリンクと前記スライダとの間の連結点を中心にして回動させるように形成されており、
前記収容部には前記縦溝部に組み込まれている縦壁部が形成されており、該縦壁部には前
記第２のリンクの他端に設けられている軸部が回動可能に嵌め込まれる軸受部が形成され
ていることを特徴とするＺＩＦコネクタ。
【請求項２】
請求項１記載のＺＩＦコネクタにおいて、前記ハウジングはその一端側に箱部を有し、該
箱部の一端側の内側には保持壁部が形成されており、該保持壁部は前記スライダが前記収
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容部に収容されている状態で前記スライダの前記縦溝部に入り込みかつ前記軸受部上から
前記第２のリンクの前記軸部を位置決め保持するよう保持突起が形成されていることを特
徴とするＺＩＦコネクタ。
【請求項３】
請求項１記載のＺＩＦコネクタにおいて、前記軸受部はＵ字状に切り欠けられている形状
であることを特徴とするＺＩＦコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＺＩＦ（Ｚｅｒｏ　Ｉｎｓｅｒｔｉｏｎ　Ｆｏｒｃｅ；ゼロ　インサーション
　フォース）コネクタに属し、特に、コネクタの嵌合、離脱操作をトグル機構を応用して
行うＺＩＦコネクタに属する。
【０００２】
【従来の技術】
従来のトグル機構を応用したＺＩＦコネクタは、図９乃至図１２に示すように、略棒杆状
のベース１５０及び相手側コネクタと嵌脱自在に嵌合するハウジング１６０と、ベース１
５０の長手方向に沿ってベース１５０に複数適宜な間隔でそれぞれ配列されたコンタクト
１３０，１４０と、長手方向に沿ってベース１５０に移動自在に設けられているアクチュ
エータ１７０と、第１のリンク２００と、第２のリンク１９０と、スライダ１８０とを有
している。
【０００３】
このＺＩＦコネクタは、図１３（ａ）～図１３（ｄ）に例示したように、プリント基板等
の基板２２０にそのコンタクト１３０，１４０を半田付けする等して取り付けられる。
【０００４】
また、図１４、図１５、及び図１６（ａ）～図１６（ｄ）に、ＺＩＦコネクタに接続され
る相手側コネクタを示した。この相手側コネクタは、インシュレータ２１０と、このイン
シュレータ２１０に長手方向に沿って複数適宜な間隔で配列されたコンタクト２２０とか
ら構成される。この相手側コネクタは、図１６（ａ）～図１６（ｄ）に示したように、プ
リント基板等の基板２１５にそのコンタクト２２０を半田付けする等して取り付けられる
。
【０００５】
次に、図１７乃至図２０も参照しつつＺＩＦコネクタを更に詳しく説明する。第１及び第
２のリンク２００，１９０は、それぞれハウジング１６０とアクチュエータ１７０とに回
動可能に連結されている。即ち、第１のリンク２００には、その一端に丸穴２０４が、ま
たその他端に円柱状突起２０１，２０２が形成されている。そして、第１のリンク２００
の一端は、その丸穴２０４をハウジング１６０に形成された円柱状突起１６１に嵌合する
ことで、ハウジング１６０に回動自在に連結される。
【０００６】
また、第２のリンク１９０は、その一端にフランジ部１９５と丸穴１９４が、またその他
端には円柱状突起１９１，１９２、並びにフランジ部１９５と反対側に位置するフランジ
部１９３が形成されている。第２のリンク１９０の一端は、その丸穴１９４を第１のリン
ク２００の他端の円柱状突起２０１に嵌合することで第１のリンク２００の他端に回動自
在に連結されている。また第２のリンク１９０の他端は、円柱状突起１９１，１９２によ
ってアクチュエータ１７０に回動自在に連結されている。
【０００７】
第１のリンク２００とハウジング１６０との連結点、つまり円柱状突起１６１の中心点と
、第２のリンク１９０とアクチュエータ１７０との間の連結点、つまり円柱状突起１９１
の中心点とを結ぶ線は、ベース１５０の長手方向と実質的に平行である。
【０００８】
スライダ１８０は、ベース１５０の長手方向に移動自在に設けられており、つまりコネク
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タの接続と離脱を行うための駆動方向に移動可能である。そして、このスライダ１８０の
移動によって、第１及び第２のリンク２００，１９０間の連結部分が相手側コネクタの嵌
合方向に沿って移動し、ベース１５０（ハウジング１６０）に対してアクチュエータ１７
０が移動してコネクタ同士が接続される。
【０００９】
また、接続状態において、逆方向にスライダ１８０を移動させることで、コネクタ同士の
接続が解かれ、離脱が行われる。
【００１０】
また、スライダ１８０は、ＺＩＦコネクタの厚さ方向の両側に偏心溝であるカム溝１８１
を有している。このカム溝１８１は、スライダ１８０が長手方向に移動する際に、第１の
リンク２００と第２のリンク１９０との間の連結部分、つまり円柱状突起２０１，２０２
と係合して、この円柱状突起２０１，２０２を第１のリンク２００とハウジング１６０と
の間の連結点である円柱状突起１６１の中心点を中心として回動させるように形成されて
いる。
【００１１】
より具体的には、スライダ１８０内には、図９において下側から組合わされたリンク２０
０，１９０が挿入されて、第１のリンク２００の円柱状突起２０１，２０２がカム溝１８
１内に嵌入する。そして、カム溝１８１は、図１０及び図１１に示すように、第１のリン
ク２００の円柱状突起２０１，２０２を、スライダ１８０のスライド移動、つまり図１９
において左右方向のスライド移動によって上下に移動させる。
【００１２】
また、カム溝１８１には、長手方向両側に、円柱状突起２０１，２０２を上下に移動させ
ないストレート部が構成されている。従って、この間に円柱状突起２０１，２０２が位置
している時には、円柱状突起２０１，２０２の移動がなく、その位置に保持される。これ
により、アクチュエータ１７０の位置を嵌脱位置（図１７に示す状態で、相手側コネクタ
を嵌脱できる位置）、或いは接続位置（図１９に示す状態で、相手側コネクタと接続して
いる位置）に係止できるように成っている。
【００１３】
更に、第１のリンク２００の第２のリンク１９０側の他端部には、他の部分よりも薄肉な
略円板状のフランジ部２０５が形成されている。また、第２のリンク１９０の第１のリン
ク２００側の一端部にも他の部分よりも薄肉な略円板状のフランジ部１９５が形成されて
いる。
【００１４】
ここで、図２０において、各寸法ａ～ｄは、ａ＜ｂ、ｃ＜ｄの関係になっている。そして
、第１のリンク２００のフランジ先端面２０５ａと第２のリンク１９０の円弧面１９６ａ
とは、ベース１５０の長手方向で互いに関節のように摺接する。同様に、第１のリンク２
００の円弧面２０６ａと第２のリンク１９０のフランジ先端面１９５ａとは、ベース１５
０の長手方向で互いに関節のように摺接する。これにより、アクチュエータ１７０の駆動
時において、これらフランジ先端面１９５ａ，２０５ａと、円弧面１９６ａ，２０６ａと
は、第１のリンク２００と第２のリンク１９０との間の連結部である円柱状突起２０１，
２０２をスライダ１８０によって回動させる際に生じるアクチュエータ１７０の駆動力を
受ける。
【００１５】
つまり、この場合、アクチュエータ１７０の駆動力の全ては、第１のリンク２００の他端
部に設けられたフランジ部２０５と、第２のリンク１９０の一端部に設けられたフランジ
部１９５とで受けられる。これにより、第１のリンク２００と第２のリンク１９０とを回
動自在に連結する円柱状突起２０１と丸穴１９４には、アクチュエータ１７０の駆動力が
加わることがない。
【００１６】
この結果、この駆動力が円柱状突起２０１、及び丸穴１９４に加わることがなく、このた
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め、円柱状突起２０１を細くすることができる。尚、第１のリンク２００とハウジング１
６０、及び第２のリンク１９０とアクチュエータ１７０とも同様な構造により接続する構
成としてある。
【００１７】
また、アクチュエータ１７０には、第２のリンク１９０の円柱状突起１９１，１９２との
連結部１７１が形成されている。このアクチュエータ１７０は、後述するように、これを
長手方向に移動する際に、コンタクト１３０，１４０と直接または間接的に係合してコン
タクト１３０，１４０の少なくとも一部を長手方向に沿って弾性変形させる。
【００１８】
以上のように構成される実施例のＺＩＦコネクタでは、図１８のように相手側コネクタを
嵌合・接続させた状態において、ハウジング１６０に対して、アクチュエータ１７０を移
動させる。これにより、アクチュエータ１７０がコンタクト１３０，１４０の一部を押し
、このためコンタクト１３０、１４０の一部が弾性変形して相手側コネクタのコンタクト
２２０と圧接して、コンタクト同士が接続される。
【００１９】
ここで、円柱状突起２０１，２０２の上下方向の移動量と、アクチュエータ１７０の移動
量との関係は、図２１に示したように、ある領域を越えた場合には円柱状突起２０１，２
０２の移動にかかわらずアクチュエータ１７０の移動量はわずかである。このため、本実
施例のＺＩＦコネクタでは、コネクタの操作回数が多い時でも、カム溝１８１と円柱状突
起２０１，２０２との摺動によるこの摺動部分の摩耗はあるものの、この摩耗の影響は図
２１において円柱状突起２０１，２０２の上下方向の移動量が多少少なくなるだけであり
、アクチュエータ１７０の移動量にはほとんど影響しない。
【００２０】
また、コンタクト１３０、１４０は、アクチュエータ１７０の移動量にしたがってアクチ
ュエータ１７０を押す力が増す構造である。ここで、アクチュエータ１７０の移動量に対
する円柱状突起２０１，２０２を押す力（荷重）の変化は図２２のように後半部分で低下
する特性である。このため、アクチュエータ１７０の移動のためのスライダ１８０の操作
力を小さくすることができる。
【００２１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、図１０に示したように、ハウジング１６０に円柱状突起（軸部）１６１を
持ち、第１のリンク２００と嵌め合わされて回転し、第１のリンク２００の他端が第２の
リンク１９０に嵌め合わされ、第２のリンク１９０の他端がアクチュエータ１７０に設け
られている連結部１７１に嵌め合わされるので、ハウジング１６０の円柱状突起１６１に
多大な力が加わり、高温、熱衝撃時に軸受部が変形などを起こしやすいという問題がある
。
【００２２】
また、組み立て時においては、ハウジング１６０、アクチュエータ１７０、第１のリンク
２００、第２のリンク１９０、及びスライダ１８０を組み合わせてベース１５０に組み合
わせる構造であることから、第１及び第２のリンク２００、１９０のみでそれぞれが組み
合わされているために、ベース１５０にセットするときに不安定であって組み立て性に問
題がある。
【００２３】
したがって、第１及び第２のリンク２００、１９０によって保持する保持構造は、ハウジ
ング１６０の円柱状突起１６１の強度や組み立て性に問題があった。
【００２４】
それ故に、本発明の課題は、リンクの回転軸に位置決め保持を可能とした組み立て性に優
れた構造であるＺＩＦコネクタを提供することにある。
【００２５】
また、本発明の他の課題は、軸受部が受ける力に対して十分な強度、肉厚寸法をもつ構造
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とすることができ、高温、熱衝撃に対して変形などのでにくい軸受部を得ることができる
ＺＩＦコネクタを提供することにある。
【００２６】
【課題を解決するための手段】
発明によれば、ベースと、該ベースの長手方向に沿って複数配列された導電性のコンタク
トと、前記ベースに前記長手方向に沿って移動自在に設けられ、前記コンタクトの少なく
とも一部を前記長手方向に沿って弾性変形させるアクチュエータと、該アクチュエータに
連結したスライダと、相手側コネクタと嵌脱自在に嵌合するハウジングと、一端側を前記
アクチュエータに回動自在に連結された第１のリンクと、一端側が前記第１のリンクの他
端側に回動自在に連結され、他端側を前記スライダに連結された第２のリンクとを備えて
いるＺＩＦコネクタにおいて、前記ベースの一端側に形成した収容部と、該収容部内で前
記ベースの前記長手方向に沿って移動自在に前記スライダが設けられ、該スライダは縦溝
部と、該縦溝部を構成する一対の側壁部にそれぞれ形成したカム溝とを有し、該カム溝は
前記スライダが前記長手方向に沿って移動する際に、前記第１のリンクと前記第２のリン
クとの間の連結部分を前記第１のリンクと前記スライダとの間の連結点を中心にして回動
させるように形成されており、前記収容部には前記縦溝部に組み込まれている縦壁部が形
成されており、該縦壁部には前記第２のリンクの他端に設けられている軸部が回動可能に
嵌め込まれる軸受部が形成されていることを特徴とするＺＩＦコネクタが得られる。
【００２７】
また、本発明によれば、前記ハウジングはその一端側に箱部を有し、該箱部の一端側の内
側には保持壁部が形成されており、該保持壁部は前記スライダが前記収容部に収容されて
いる状態で前記スライダの前記縦溝部に入り込みかつ前記軸受部上から前記第２のリンク
の前記軸部を位置決め保持するよう保持突起が形成されていることを特徴とするＺＩＦコ
ネクタが得られる。
【００２８】
また、本発明によれば、前記軸受部はＵ字状に切り欠けられている形状であることを特徴
とするＺＩＦコネクタが得られる。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下に本発明のＺＩＦコネクタの一実施の形態例を説明する。図１乃至図３に本発明の一
実施の形態例におけるＺＩＦコネクタを示した。本実施の形態例のＺＩＦコネクタは、略
棒杆状のベース５０、及び相手側コネクタ１０と嵌脱自在に嵌合するハウジング６０と、
ベース５０の長手方向に沿ってベース５０に複数適宜な間隔でそれぞれ配列された複数の
コンタクト３０，４０と、長手方向に沿ってベース５０に移動自在に設けられているアク
チュエータ７０と、第１のリンク９０と、第２のリンク１００と、スライダ８０とを有し
ている。
【００３０】
ベース５０、ハウジング６０、アクチュエータ７０、第１及び第２のリンク９０，１００
、並びにスライダ８０は、例えば絶縁性の合成樹脂材によってで作られる。また、コンタ
クト３０，４０は、例えば導電性の金属片により作られる。このＺＩＦコネクタは、図１
３に例示したプリント基板等の基板２２０と同様な基板にコンタクト３０，４０を半田付
けする等して取り付けられる。
【００３１】
また、本実施の形態例のＺＩＦコネクタに接続される相手側コネクタ１０は、相手インシ
ュレータ１０ａと、この相手インシュレータ１０ａに長手方向に沿って複数適宜な間隔で
配列された複数の相手コンタクト２０とから構成される。相手インシュレータ１０ａは、
例えば絶縁性の合成樹脂材によって作られる。また、相手コンタクト２０は、例えば導電
性の金属片により作られる。この相手側コネクタ１０は、図１６に例示した基板２１５と
同様に、基板にコンタクト２０を半田付けする等して取り付けられる。
【００３２】
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次に、図４乃至図８をも参照しつつ、本実施の形態例のＺＩＦコネクタを更に詳しく説明
する。第１及び第２のリンク９０，１００は、それぞれハウジング６０とアクチュエータ
７０とに回動可能に連結されている。即ち、第１のリンク９０には、その一端のフランジ
部９０ａに円柱状突起９１が、またその他端のフランジ部９０ｂに一対の円柱状突起９２
，９３が設けられている。そして、第１のリンク９０の一端の円柱状突起９１は、アクチ
ュエータ７０の一端側の板部に形成されている長孔７１に嵌め込まれて回動自在に連結さ
れる。
【００３３】
また、第２のリンク１００はその一端のフランジ部１００ａに丸穴１０１が、またその他
端のフランジ部１００ｂには円柱状突起（軸部）１０２が形成されている。第２のリンク
１００の一端は、その丸穴１０１を第１のリンク９０の他端の円柱状突起９２，９３のう
ちの一方の円柱状突起９２に嵌合することで第１のリンク９０の他端に回動自在に連結さ
れている。また第２のリンク１００の他端は、スライダ８０に形成されている縦溝部８１
の奥部へ入り込んでいる。
【００３４】
スライダ８０は、ハウジング６０の一側に形成されている箱部６１に組み込まれ、箱部６
１の上板に形成されている窓部６１ａ上の突き出しているノブ部８２を有している。また
、スライダ８０はベース５０の長手方向に移動自在に設けられている。つまりコネクタの
接続と離脱を行うための駆動方向にノブ部８２を操作することによって移動可能である。
そして、スライダ８０の移動によって、第１及び第２のリンク９０，１００間の連結部分
が相手側コネクタ１０の嵌合方向に沿って移動し、ベース５０に対してアクチュエータ７
０が移動してコネクタ及び相手側コネクタ１０が接続される。また、接続状態において、
逆方向にスライダ８０を移動させることで、ＺＩＦコネクタ及び相手側コネクタ１０の接
続が解かれ離脱が行われる。
【００３５】
また、スライダ８０は、縦溝部８１を構成している一対の側壁部にＺＩＦコネクタの厚さ
方向の両側に形成した偏心溝であるカム溝８３を有している。このカム溝８３は、スライ
ダ８０が長手方向に移動する際に、第１のリンク９０と第２のリンク１００との間の連結
部分、つまり円柱状突起９２、９３と係合して、この円柱状突起９２、９３を第１のリン
ク９０とアクチュエータ７０との間の連結点である円柱状突起９１の中心点を中心として
回動させるように形成されている。
【００３６】
より具体的には、スライダ８０の縦溝部８１には、図３及び図６において下側から組合わ
された第１及び第２のリンク９０，１００が挿入されて、第１のリンク９０の円柱状突起
９２，９３がカム溝８３内に嵌入する。
【００３７】
そして、カム溝８３は、第１のリンク９０の円柱状突起９２，９３を、スライダ８０のス
ライド移動、つまり図２及び図３において左右方向のスライド移動によって上下に移動さ
せる。また、カム溝８３には、長手方向の両側に円柱状突起９２，９３を上下に移動させ
ないストレート部８１ａ，８１ｂが構成されている。
【００３８】
従って、この間に円柱状突起９２，９３が位置している時には、円柱状突起９２，９３の
移動がなく、その位置に保持される。これにより、アクチュエータ７０の位置を嵌脱位置
（図３に示す状態で相手側コネクタ１０を嵌脱できる位置）、或いは接続位置に係止でき
るように成っている。
【００３９】
ベース５０は、図３、図７及び図８に示すように、その一端側にスライダ８０を上方から
収容するための収容部５４を有している。収容部５４にはスライダ８０が収容部５４の底
面に設置されたときに、スライダ８０の縦溝部８１に入り込むように底面上にのびている
縦壁部５１が設けられている。縦壁部５１にはスライダ８０が収容部５４に収容された状
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態で、第２のリンク１００の一端側の円柱状突起１０２が係合する軸受部５１ａが形成さ
れている。縦壁部５１には軸受部５１ａが略Ｕ字形状に切り欠けられて形成されている。
【００４０】
スライダ８０に組み付けられた第１及び第２のリンク９０，１００は、収容部５４に収容
するときに、縦壁部５１の軸受部５１ａに第２のリンク１００の円柱状突起１０２を嵌め
込む。アクチュエータ７０の長孔７１に第１のリンク９０の一端側の円柱状突起９１が嵌
め込まれている。
【００４１】
なお、ハウジング６０には箱部６１ａの一端側の内側に保持壁部６２が形成されている。
保持壁部６２はスライダ８０が収容部５４に収容されている状態でスライダ８０の縦溝部
８１にノブ部８２の後方から入り込んでいる。保持壁部６２にはその先端部分に軸受部５
１ａ上から第２のリンク１００の円柱状突起１０２を挟み込むように保持突起６２ａが形
成されている。この保持突起６２ａは第２のリンク１００の円柱状突起１０２を軸受部５
１ａに位置決めするとともに保持する役目を果たしている。また、ベース５０に軸受部５
１ａを設けることで、軸受部５１ａが第２のリンク１００の円柱状突起１０２によって受
ける力に対して十分な強度、及び肉厚寸法をもつ構造となる。
【００４２】
更に、第１のリンク９０のフランジ部９０ａ，９０ｂは第１のリンク９０の板厚寸法より
も薄い寸法に作られているとともに両先端面が円弧形状に作られている。また、第２のリ
ンク１００のフランジ部１００ａ，１００ｂも同様に第２のリンク１００の板厚寸法より
も薄い寸法に作られているとともに両先端面が円弧形状に作られている。
【００４３】
ここで、第２のリンク９０の一端側のフランジ部１００ａの先端面と第２のリンク１００
の円弧面９４とは、ベース５０の長手方向で互いに関節のように摺接する。同様に、第１
のリンク９０の一端側の円弧面９５とアクチュエータ７０の板部に形成されている円弧面
７１ａとは、ベース５０の長手方向で互いに関節のように摺接する。これにより、アクチ
ュエータ７０の駆動時において、第１のリンク９０と第２のリンク１００との間の連結部
分である円柱状突起９２、９３をスライダ８０によって回動させる際に生じるアクチュエ
ータ７０の駆動力を受ける。
【００４４】
この場合、アクチュエータ７０の駆動力の全ては、第１のリンク９０の他端部に設けられ
たフランジ部９０ｂと、このフランジ部９０ｂの板薄部９０ｃ、並びに第２のリンク１０
０の一端部に設けられたフランジ部１００ａで受けられる。これにより、第１のリンク９
０と第２のリンク１００とを回動自在に連結する円柱状突起９２と丸穴１０１には、アク
チュエータ７０の駆動力が加わることがない。
【００４５】
この結果、この駆動力が円柱状突起９２、及び丸穴１０１に加わることがなく、このため
、円柱状突起９２、９３を細くすることができる。
【００４６】
また、アクチュエータ７０は、長手方向に移動する際に、相手コンタクト２０と直接また
は間接的に係合してコンタクト３０，４０の少なくとも一部を長手方向に沿って弾性変形
させる役目を果たす。
【００４７】
以上のように構成されるＺＩＦコネクタでは、図３のように相手側コネクタ１０を嵌合・
接続させた状態において、ハウジング６０に対して、アクチュエータ７０を移動させる。
これにより、アクチュエータ７０がコンタクト３０，４０の一部を押し、このためコンタ
クト３０、４０の一部が弾性変形して相手側コネクタとのコンタクト２０と圧接して、コ
ンタクト同士が接続される。
【００４８】
ここで、円柱状突起９２，９３の上下方向の移動量と、アクチュエータ７０の移動量との
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関係は、ある領域を越えた場合には円柱状突起９２，９３の移動にかかわらずアクチュエ
ータ７０の移動量はわずかである。このため、本実施の形態例のＺＩＦコネクタでは、コ
ネクタの操作回数が多い時でも、カム溝８１と円柱状突起９２，９３との摺動によるこの
摺動部分の摩耗はあるものの、この摩耗の影響は円柱状突起９２，９３の上下方向の移動
量が多少、少なくなるだけであることからアクチュエータ７０の移動量にはほとんど影響
しない。
【００４９】
また、本実施の形態例のコンタクトは、アクチュエータ７０の移動量にしたがってアクチ
ュエータ７０を押す力が増す構造である。ここで、アクチュエータ７０の移動量に対する
円柱状突起９２，９３を押す力（荷重）の変化は後半部分で低下する特性である。このた
め、アクチュエータ７０の移動のためのスライダ８０の操作力を小さくすることができる
。
【００５０】
【発明の効果】
以上、実施の形態例で説明したように、本発明のＺＩＦコネクタによれば、ベースにスラ
イダが収容された状態で、ベースの縦壁部に、第２のリンクの円柱状突起が係合する軸受
部を形成していることから、軸受部が第２のリンクの円柱状突起によって受ける力に対し
て十分な強度、及び肉厚寸法をもつようにできる。
【００５１】
また、ハウジングに保持壁部を形成し、保持壁部の先端部分に軸受部上から第２のリンク
の円柱状突起を挟み込むようにしていることから、保持突起が第２のリンクの円柱状突起
を軸受部に位置決めするとともに保持することができる。
【００５２】
したがって、上述した構成によって、軸受部が高温、熱衝撃に対して変形することなく、
さらにハウジング、ベース、スラーダ、第１及び第２のリンク及びアクチュエータの組み
立てにおける組立て性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＺＩＦコネクタの一実施の形態例を示す分解斜視図である。
【図２】本発明のＺＩＦコネクタの一実施の形態例を示す斜視図である。
【図３】本発明のＺＩＦコネクタの一実施の形態例を要部を断面した状態で示した縦断面
図である。
【図４】図３に示した第１及び第２のリンクの斜視図である。
【図５】図３に示した第１及び第２のリンク、スライダの斜視図である。
【図６】図３に示した第１及び第２のリンク、スライダ、アクチュエータを示した斜視図
である。
【図７】図３に示したＺＩＦコネクタにおいてベースを断面した状態で示した分解斜視図
である。
【図８】図７に示したＺＩＦコネクタを組立てた状態を断面で示した斜視図である。
【図９】従来のＺＩＦコネクタの分解斜視図である。
【図１０】図９の一部を拡大して示した分解斜視図である。
【図１１】図９に示すＺＩＦコネクタにおける解放状態の斜視図である。
【図１２】図９に示すＺＩＦコネクタにおける接続状態の斜視図である。
【図１３】図９に示すＺＩＦコネクタ及びそれに適合される基板を示し、（ａ）はＺＩＦ
コネクタの平面図、（ｂ）は同じく正面図、（ｃ）は同じく側面図、（ｄ）は基板の説明
図である。
【図１４】図９に示すＺＩＦコネクタの相手側コネクタの斜視図である。
【図１５】図１４に示す相手側コネクタの分解斜視図である。
【図１６】図１４に示す相手側コネクタ及びそれに適合する基板を示し、（ａ）は相手側
コネクタの平面図、（ｂ）は同じく正面図、（ｃ）は同じく側面図、（ｄ）は基板の説明
図である。
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【図１７】図９に示すコネクタと図１４に示す相手側コネクタとの接続前の状態を示した
部分の縦断面図である。
【図１８】図９に示すコネクタと図１４に示す相手側コネクタとの接続状態を示した部分
横断面図である。
【図１９】図９に示すコネクタと図１４に示す相手側コネクタとの接続状態を示した部分
の縦断面図である。
【図２０】図９に示すコネクタと図１４に示す相手側コネクタとの接続状態を示した部分
水平断面図である。
【図２１】図９に示すＺＩＦコネクタにおける円筒状突起の上下方向の移動量とアクチュ
エータの移動量の関係を示したグラフである。
【図２２】図１に示すＺＩＦコネクタにおけるアクチュエータの移動量とアクチュエータ
の移動量および円筒状突起を押す力との関係を示したグラフである。
【符号の説明】
３０，４０，１３０，１４０，２２０　　コンタクト
５０，１５０　　ベース
５１　　縦壁部
５１ａ　　軸受部
５４　　収容部
６０，１６０　　ハウジング
６２　　保持壁部
６２ａ　　保持突起
７０，１７０　　アクチュエータ
８０，１８０　　スライダ
８３，１８１　　カム溝
９０，２００　　第１のリンク
９０ａ，９０ｂ，１００ａ，１００ｂ，１９３，１９５　　フランジ部
９２，９３，１０２，１６１，２０１，２０２　　円柱状突起
１００，１９０　　第２のリンク
１０１，１９４，２０４　　丸穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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